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平
成
　
年
 

３１

　
 総
会
＆
新
年
会

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
増
毛
町
後
援
会
（
高
橋

孝
二
会
長
）
は
留
萌
管
内
で
最

も
新
し
い
組
織
と
し
て
平
成
　２９

年
　
月
に
発
足
し
、
１
年
が
経

１２
過
し
ま
し
た
。

　
１
月
　
日
に
は
、
平
成
　
年

２６

３１

総
会
＆
新
年
会
が
オ
ー
ベ
ル

ジ
ュ
ま
し
け
で
開
催
さ
れ
、
平

成
　
年
の
事
業
報
告
や
平
成
　

３０

３１

年
の
事
業
計
画
な
ど
を
決
定
し

ま
し
た
。
そ
の
後
の
新
年
会
で

は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
関
連
グ
ッ
ズ

が
当
た
る
お
楽
し
み
抽
選
会
が

行
わ
れ
、
会
員
の
交
流
が
深
め

ら
れ
ま
し
た
。
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後
援
会
発
足
か
ら
 

　
　
 １
年
を
振
り
返
っ
て

　
一
昨
年
　
月
の
設
立
総
会
で
　
名
を

１２

８９

持
っ
て
出
発
し
た
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ

イ
タ
ー
ズ
増
毛
町
後
援
会
は
昨
年
の
　
月
１２

末
現
在
で
　
名
を
数
え
て
お
り
ま
す
。

９５

　
手
探
り
状
態
の
中
で
の
活
動
で
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

乗
り
越
え
ら
れ
た
１
年
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
　
増
毛
町
後
援
会
は
「
道
民
球
団
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
た
め
の
支
援
活
動
を
す
る
組
織

で
あ
る
」
の
一
言
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
い
つ
ま
で
も
道
民
球
団

で
い
て
欲
し
い
と
願
い
、
応
援
を
通
じ
て

地
域
・
職
場
・
家
族
等
の
交
流
を
促
進
し

て
い
け
れ
ば
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
え

る
可
能
性
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
支
援
活
動

へ
の
参
加
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
　
　
 増
毛
町
後
援
会
長
　
高
橋
　
孝
二



北海道日本ハムファイターズ増毛町後援会

平成３１年の主な事業計画
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後
援
会
員
の
募
集

　
増
毛
町
後
援
会
で
は
会
員

の
募
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

後
援
会
へ
の
入
会
は
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
が
必
須
に

な
り
ま
す
。

（
会
費
：
４
埀６
０
０
円
）

　
興
味
の
あ
る
方
は
、
後
援

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
増
毛
町
後
援
会
事
務
局

　
（
役
場
企
画
財
政
課
）

　
　
電
話
５
３
儿
１
１
１
０

応
援
大
使
が
増
毛
町
に
決
ま
る

　
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
「
北
海
道
１
７
９
市
町
村
応
援
大
使
２
０
１
９
」
対
象
市
町
村
に
増
毛
町

が
選
ば
れ
、
西
川
遥
輝
選
手
と
杉
浦
稔
大
選
手
が
応
援
大
使
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
西
川
遥
輝
選
手
は
、
和
歌
山
県
出
身
で
年
齢
は
　
歳
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
外
野
手
、
２
０
１
０
年
に
ド
ラ
フ
ト
２

２６

位
で
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
入
団
し
ま
し
た
。
広
角
に
打
て
る
打
撃
セ
ン
ス
と
俊
足
が
持
ち
味
で
、
盗
塁
王
の
タ
イ
ト

ル
を
３
回
（
２
０
１
４
年
、
２
０
１
７
年
、
２
０
１
８
年
）
獲
得
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
端
正
な
顔
立
ち
か
ら
女

性
人
気
が
高
く
、「
ハ
ル
キ
ス
ト
」
と
呼
ば
れ
る
熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
が
多
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
杉
浦
稔
大
選
手
は
、
北
海
道
帯
広
市
出
身
で
年
齢
は
　
歳
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
投
手
、
２
０
１
３
年
に
ド
ラ
フ
ト

２７

１
位
で
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
に
入
団
後
、
２
０
１
７
年
途
中
に
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
移
籍
。
２
０
１
８
年
に

は
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
北
海
道
移
転
後
初
め
て
の
地
元
出
身
選
手
に
よ
る
先
発
勝
利
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
肘
を
柔
ら

か
く
使
っ
た
、
玉
持
ち
の
良
い
フ
ォ
ー
ム
か
ら
放
た
れ
る
最
速
１
５
０
キ
ロ
の
ス
ト
レ
ー
ト
と
コ
ー
ナ
ー
に
投
げ

分
け
る
制
球
力
が
持
ち
味
で
、
打
者
を
次
々
と
打
ち
取
り
ま
す
。

　
応
援
大
使
と
な
っ
た
西
川
選
手
・
杉
浦
選
手
に
は
、
増
毛
町
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
増
毛
町
で
も
２
人
を

応
援
し
て
い
き
ま
す
。
皆
さ
ん
も
後
援
会
員
に
な
っ
て
、
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
を
一
緒
に
応
援
し
ま
せ
ん
か
。

☆応援大使紹介☆

●６月１６日（日）　第１回試合観戦バスツアー

●９月　　　　　第２回試合観戦バスツアー

●未定　　　　　少年野球教室、会員観戦会

「増毛町」名が選手のヘルメットに掲出

　３月１日、札幌市内で開催された「北海道

１７９市町村応援大使２０１９年度決起集会」でユ

ニフォーム、帽子、ヘルメットに市町村名が

掲出される抽選会が行われ、堀町長がヘル

メットへの掲出を見事引き当てました。

★増毛町名ヘルメット掲出試合

開始時間対戦相手試合日

18：00オリックス５月９日（木）

18：00西武５月１０日（金）

僕達と一緒に

増毛町と

ファイターズを

盛り上げましょう

 西  川 　 遥  輝 
にし かわ はる き

７番

外野手

１９９２年４月１６日
（２６歳）

１８０㎝／７７㎏

和歌山県

右投げ・左打ち

噛氏　　　名噛

噛背　番　号噛

噛ポジション噛

噛生 年 月 日噛

（年齢）

噛身長／体重噛

噛出　身　地噛

噛投　　　打噛

 杉  浦 　 稔  大 
すぎ うら とし ひろ

５７番

投手

１９９２年２月２５日
（２７歳）

１８９㎝ ／８９㎏

北海道（帯広市）

右投げ・右打ち

智辯和歌山高－

　北海道日本ハム
噛経　　　歴噛帯広大谷高－國學

院大－東京ヤクルト

－北海道日本ハム

広角に打てる打撃

センスと俊足

盗塁王のタイトル

を３回獲得（２０１４

年、１７年、１８年）

噛持　ち　味噛肘を柔らかく使った、

玉持ちの良いフォー

ムから放たれる最

速１５０キロの スト

レートとコントロール



　平成 31 年度の一般会計は 43 億 9，300 万円、特別会計は 20 億 2，040 万円、公営企業会計は 5

 億 4，336 万円となっており、合計すると 69 億 5，676 万円です。これを平成 30 年度の当初予算

規模と比較しますと、8．0 ％減少しております。

　今年度は、２月に町長選挙があったことから、当初予算は事務経費や継続する事業の経費など、最

低限必要な経費を盛り込んで編成する

「骨格予算」となっております。

　継続する事業として、今年度から開園

しました「認定こども園」の保育料は引

き続き無償とします。また「子ども医療

費補助」や「新築住宅建設支援補助金」

「住宅リフォーム助成」などについても、

継続実施し、子育て・教育の充実、快適

な暮らし、産業の活性化を図ります。

　また、『よくわかることしの仕事』は、

政策的な予算等を盛り込む６月補正後に

増毛町ＨＰに掲載しお知らせします。

　詳しくは、企画財政課企画係へご連絡

ください。

（※万円未満四捨五入）

比較増減予算額会計名

△8．6 ％43 億 9，300 万円一 般 会 計

△9．1 ％20 億 2，040 万円特別会計

△24．5 ％5 億 1，780 万円国民健康保険

△5．0 ％5，340 万円観光施設事業

△3．4 ％2 億 1，890 万円診 療 所 事 業

△4．2 ％8 億 7，850 万円介 護 保 険

5．8 ％2 億 4，540 万円公共下水道事業

2．5 ％8，950 万円後期高齢者医療

△2．9 ％1，690 万円港湾整備事業

1．3 ％5 億 4，336 万円公営企業会計

△1．0 ％2 億 2，266 万円水 道 事 業

△31．2 ％2，443 万円簡易水道事業

7．4 ％2 億 9，627 万円砕 石 事 業

△8．0 ％69 億 5，676 万円合 計

※比較増減は平成30年度当初予算

一般会計 43 億 9 ,300万円 福祉や教育、農林水産業の振興、道路整備など

増毛町の財政の基本となる会計です。

【歳入】 【歳出】

予算総額 69 億 5，676 万円

2.9%
地方譲与税ほか

町債
8.1%

国・道支出金
8.7%

町税
8.3%

諸収入ほか
18.3%

26.6%

73.4%

地方交付税
53.7%

2.9%
地方譲与税ほか

町債
8.1%

国・道支出金
8.7%

町税
8.3%

諸収入ほか
18.3%

26.6%

73.4%

地方交付税
53.7%

平成31年度

当初予算
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今年度の主な事業
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事 業 費事 業 内 容事　業　名

240 万円15歳までの子供を持つ世帯への医療費補助子ども医療費補助事業

130 万円母子手帳交付時５万円、出産時５万円を支給出産準備金支給事業

5，910 万円
事業費に「頑張れ増毛応援基金」

5，584万円を充て保育料を無償化
認定こども園運営事業

785 万円高校通学費の50％を補助高校通学費等補助事業

61 万円カバン・ジャージの購入中学入学時の保護者負担軽減事業

405 万円学校給食の食材費補助小中学校給食費補助事業

◆ 子育て支援、教育環境の充実

事 業 費事 業 内 容事　業　名

130 万円

土地購入費の1/2を補助、上限100万円

子育て・三世代同居は30％加算

３年以内の建築条件

新築住宅建設支援事業

（土地購入）

750 万円空き家解体助成、１件50万円限度空き家等除却補助事業

280 万円国道、道道などに花や植樹を行う花いっぱい運動委託料

500 万円ＪＲ留萌増毛間の廃止に伴う代替輸送代替輸送事業

1，453 万円運動普及事業健康推進事業

500 万円
住宅リフォームの助成

子育て・三世代同居は50％加算
住宅リフォーム助成事業

◆ 快適で安全安心な暮らし

事 業 費事 業 内 容事　業　名

2 億1，250 万円信砂、湯の沢、朱文別、別苅地区：本工事農業農村整備事業（基盤整備事業）

1,500 万円ウニ囲い礁改良増毛古茶内漁場増殖施設整備事業

25 万円
船舶、無線免許等の取得経費の助成

１件25万円限度
漁業資格取得費助成事業

300 万円
起業・ものづくりへの助成

１件100万円限度
産業活性化支援事業

◆ 産業の振興
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題話のちま

　３月に入り、町内の小中学校

で卒業式が行われ、増毛小学校

（里見清孝校長）２７名、増毛中

学校（長谷川博校長）３４名の卒

業生が新たな希望を胸に通い慣

れた学舎を巣立っていきました。

小中学校では在校生、学校関係

者、保護者が見守る中、校長先

生から卒業生一人ひとりに卒業

証書が手渡されました。

　３月１７日には、増毛幼稚園

（斉藤友昭園長）で卒園式、２３日

はあっぷる保育所（松本伸一所

長）で修了式がそれぞれ行われ、

合計３０名の子どもたちが新たな

一歩を踏み出しました。

新たな希望を胸に巣立つ 小中学校卒業式、幼稚園卒園式、保育所修了式

▲増毛中学校 卒業式▲増毛小学校 卒業式

▲増毛幼稚園 卒園式 ▲あっぷる保育所 修了式

　３月３日、町商工会（棚橋秀彦会長）主催の「駅☆祭 ｉｎ 増毛

町」が増毛駅周辺の特設会場で開かれ、町民ら約３００人が多彩な催

しを楽しみました。

　特設会場では大滑り台が開放されたほか、雪上パターゴルフや

宝引きなどのゲーム、商工会女性部や町内企業らが豚汁やコロッ

ケ、クレープなどを販売しました。また、駅舎内では吹奏楽のコ

ンサート、イベント終了後には駅舎のイルミネーションが点灯さ

れ、駅周辺は催しを楽しむ人で賑わいをみせてました。

駅☆祭で雪上パターゴルフや滑り台を楽しむ 駅☆祭 ｉｎ 増毛町

　4月に「認定こども園あっぷる」を設置するにあた

り増毛幼稚園（斉藤友昭園長）の閉園式が3月22日、

園内で行われました。式典では、斉藤園長が「幼稚園

での楽しかった思い出を忘れることなく、これからも

新しい友達をたくさん作って、今まで以上に明るく元

気に過ごしてください」と挨拶。園児によるお別れの

言葉では、「幼稚園で友達や先生達と過ごした毎日を

忘れません」と述べ、最後に出席者全員で園歌を斉唱

して式典が締めくくられました。

増毛幼稚園４０年の歴史に幕を閉じる 増毛幼稚園閉園式
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題話のちま

　２月２７日、「減塩試食会・健康づくりイベント」が文化センター

で開かれ、町民ら約１００人が減塩料理を試食したほか、食塩味覚検

査や体組成計測定などを体験しました。

　来場者の方に話を聞くと「町で減塩に取り組んでいるので、自

分も減塩を心がけている。今日の減塩試食プレートもさっぱりし

ていて美味しい」と話していました。

　また、らさんてコーナーのストレッチ体験では、体の痛い所や

辛い所に有効なストレッチなどを来場者に指導していました。

減塩と健康づくりで健康寿命を伸ばそう 減塩試食会・健康づくりイベント

　国土交通省が、地域の魅力や個性を創出し、良質な社会資本

とそれに関わる優れた地域活動が一体となった成果を表彰する

「手づくり郷土賞」一般部門に、ＮＰＯ法人増毛山道の会（渡

邉千秋会長）が「増毛山道の復元と保存による地域活性化」で

選定され、３月８日に役場３階大会議室で伝達式が行われまし

た。

　同会は、増毛山道を平成２８年に全線復元し草刈りなどの維持

管理、体験トレッキングツアーの開催、小中学生への出前授業

など、地域の愛着を深める活動が高く評価され選定されました。

手づくり 郷土 賞に「増毛山道の会」が選定
ふるさと

手づくり郷土賞認定証伝達式

　３月１８日、町内の環境整備などの地域貢献活動に対する

感謝状贈呈式が役場２階会議室で行われ、株式会社和秀の

居原田隆夫代表取締役と堀松・山高経常建設共同企業体の

堀松一郎代表に堀町長より感謝状が贈呈されました。

　活動内容は次のとおりです。

◆株式会社和秀

『明和園屋根の雪下ろし作業』

　２月１５日、株式会社和秀（居原田隆夫代表取締役）が明

和園の屋根の雪下ろし作業を行いました。

　同社は、留萌振興局産業振興部林務課から「別苅地区林地荒廃防止施設災害復旧工事」を受注して

おり、地域貢献活動として同作業を申し出ました。

◆堀松・山高経常建設共同企業体

『屋内グランド周辺除雪作業』

　２月２１日、２２日、堀松・山高経常建設共同企業体（堀松一郎代表）が屋内グランド周辺の除雪作業を

行いました。

　同社は、留萌振興局留萌建設管理部から「暑寒別川砂防工事（補正）外」を受注しており、地域貢献

活動として同作業を申し出ました。

地域貢献をたたえ感謝状を贈呈 地域貢献活動に対する感謝状贈呈式

▲堀町長から感謝状を受け取った株式会社和
秀の居原田隆夫代表取締役（右）、堀松・山
高経常建設共同企業体の堀松一郎代表（左）

▲水島局長（左）から認定証の伝達を受けた
増毛山道の会渡邉千秋会長（右）
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健康づくり教室
◇◆◇４、５月の各教室は

下記の日程で行います。◇◆◇

健康寿命延伸事業

※種目名の後ろの☆マークは運動強度を表します。（☆が多いほど“つらい”と感じる）
◇参加は無料で、予約は必要ありませんのでお気軽にご参加ください。

【問合せ先】役場町民課保険年金係（電話 53－1113）

（☆）
・内　容：関節痛などの改善
・会　場：保健センター
・時　間：10時30分～11時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ４月　９日、16日、23日
　　　　　 ５月　７日、14日

◎関節健康トレーニング （☆☆☆）
・内　容：音楽に合わせてエクササイズ
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：木曜日
・日にち： ４月　11日、18日、25日
　　　　　 ５月　９日、16日

◎リズムエクサ

（☆☆）
・内　容：ヨガにストレッチ要素を追加
・会　場：文化センター
・時　間：18時30分～19時30分
・曜　日：火曜日
・日にち： ４月　９日、16日、23日
　　　　　 ５月　７日、14日

◎ストレッチヨガ

　４月より健康運動施設らさんての営業時間
が以下のとおり変更となります。普段より利
用されている方は特にご注意ください。

【問合せ先】
役場町民課保険年金係（電話 53－1113）

らららららららららららららららららららららさささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんてててててててててててててててててててててののののののののののののののののののののの営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時時間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりまままままままままままままままままままままらさんての営業時間が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす ○月～土曜
　開館 10：00　　閉館 20：00
○祝日※
　開館 13：00　　閉館 18：00
○日曜　
　休館日

※祝日が日曜日と重複した場合、休館日
といたします。

※ゴールデンウィーク期間
は健康づくり教室の開講
はありません。
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増毛町空き家・空き地バンク制度のお知らせ

　全国的に問題となっている空き家・空き地は、本町でも深刻な問題で
あり、町では中古住宅購入助成やリフォーム助成、空き家除却費用の助
成等を行っておりますが、町では、空き家・空き地の有効活用を図るた
め、「空き家・空き地情報」を町ホームページに掲載しております。
　町内の空き家・空き地所有者の方、空き家・空き地をお探しの方は町
ホームページをご覧いただき、詳しくは下記の担当までご連絡ください。

空き家・空き地の所有者の方、探している方ご利用ください！

 役場企画財政課・企画係（電話 53－1110）

住宅リフォーム・新築住宅等建設の補助事業のお知らせ

◆申請の受付開始
　平成31年４月15日（月）から先着順に受付します。
◆その他
　①子育て世帯・三世帯同居世帯は補助金の加算がありますので、詳しくはお問い合わせください。
　②工事等の着手前に補助申請する必要がありますので、事前にお問い合わせください。

 役場建設課・建築係（電話 53－1115）

申請の受付を４月15日（月）から開始します！

増毛町空き家等除却補助制度のお知らせ

　町内の防災、防犯、衛生、景観等の生活環境の保全及び緊急時に
人の生命、身体又は財産に危害が及ぶことを回避するための応急措
置、空き家等を増やさないための対策として、町内施工業者により
行う空き家等の除却工事に要する費用の一部を補助します。
●空き家等の撤去にはおおむねこれくらいの費用がかかります…
　・一坪あたり、３万円～３万５千円程度。（解体・廃材処理費を含む）
　例）建坪が40坪とすると、120万円～140万円程度。
　※金額はあくまでも参考です。業者により金額も違いますので、

見積書等を取ることをお薦めいたします。

倒壊しそうな空き家をそのままにしていませんか？

 役場町民課・町民環境係（電話 53－1112）

①補助の内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　空き家等の建築物を解体除却する工事費用の１／２（上限50万円）を補助します。
　※家財道具の処理費用は補助対象外です。また、増毛町内の登録業者でないと補助が受けられません。
②対　象　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　空き家等の除却工事を行う所有者又はその親族。
③対象建築物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　建築物の構造や用途、個人、法人の所有を問わず、増毛町内に建っている全ての建築物が対象とな
ります。ただし、国又は地方公共団体が所有又は管理する建物は除きます。
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　平成31年３月９日（土）文化センター中ホールにて研修会を行いました。消防記念日（３月７日）とは
「消防組織法」が制定された日で、全国の消防では消防関係職員及び住民の方々に「自らの地域を自ら
の手で火災その他の災害から守る」という事への理解を深めるため各種行事等を行っています。増毛町
消防職団員では、毎年研修会を行っており、今年は「住宅用火災警報器の重要性」についての講義を行
いました。

　増毛町では、消防団員がまだまだ足りません。（特に別苅地区・舎熊地区・信砂地区・阿分地区）

特別な資格・経験は一切必要ありません。私達が住むこの町を私達の手で一緒に守りませんか？少し

でも興味を持った方、入団希望者は下記までご連絡ください。

消防記念日消防職団員研修会を行いました

　消防職団員研修会に参加し、火災による死傷者を無くすため、そして被害
の拡大を防ぐためには、皆様の協力が必要不可欠であると再認識しました。
　自宅に取り付けた住宅用火災警報器は約10年で交換の時期を迎えます。
自らの生命と財産を守るため、適切な維持管理をよろしくお願い致します。
　私は４月から副団長に昇格する事となりました。微力ながら町民の皆様の
安心安全を守れるよう今まで以上に消防団活動に努めたいと思います。仙北剛久 消防副分団長

研修に参加して

 増毛町消防本部総務課（電話 53－2175）

　この時季は、空気が乾燥しやすいことから火が着きやすく、火災の発生する危険性が増してき

ます。一人ひとりが防火の意識を持つことで火災を未然に防ぐことができます。

　尊い命と大切な財産を火災から防ぐためにも、次の事項を守りましょう。

春の全道火災予防運動 平成３１年４月２０日～４月３０日

《統一標語》忘れてない？　サイフにスマホに　火の確認

嫉嫉嫉嫉嫉 住宅防火　いのちを守る　７つのポイント 嫉嫉嫉嫉嫉

※火災予防運動期間中、一般家庭と工場・作業所
の立入検査を実施します。
 増毛町消防本部予防課（電話 53－2175）

①逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器

を設置する。

②寝具や衣類からの火災を防ぐために、防炎

製品を使用する。

③火災を小さいうちに消すために、住宅用消

火器等を設置する。

④お年寄りや身体の不自由な人を守るために、

隣近所の協力体制を作る。

◆４つの対策
①寝たばこは、絶対やめる。

②ストーブは、燃えやすい物から離れた

位置で使用する。

③ガスコンロなどのそばを離れるときは、

必ず火を消す。

◆３つの習慣
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　４月２７日（土）～５月６日（月）までの１０日間は大型連休となりますが、ごみの収
集日程については下記のとおり、通常どおり回収を行います。
　また、各ごみ処理場への直接搬入も同様に可能となっておりますので、お知ら
せ致します。
　今後も、排出する際のごみの分別についてご理解ご協力をお願い致します。

土金木水火月日
４３

不燃ごみ

かん・びん

２

生ごみ

５／１

ペットボトル

プラ製容器

３ ０

可燃ごみ

２ ９

生ごみ

４／２８

１ １１ ０

不燃ごみ

かん・びん

９

生ごみ

資源ごみ２

８

ペットボトル

プラ製容器

７

可燃ごみ

６

生ごみ

５

※「増毛町ごみ収集日カレンダー」でも確認が可能です。 役場町民課・町民環境係（電話53－1112）

◇大型連休ごみ収集スケジュール◇

飼っている犬の登録はお済みですか？

大型連休におけるごみの収集について

せ
ん
定
枝
の
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別
収
集
に
つ
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で
は
、
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に
「
庭
木
の
せ
ん
定
枝
」
を
無
料
で
収
集
し
ま

す
。
指
定
さ
れ
た
日
以
外
の
排
出
は
、
有
料
扱
い
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
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囲
い
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ど
の
木
・
と
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き
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等
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茎
）
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・
使
用
し
て
い
る
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
横
に
、
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前
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※
葉
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付
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せ
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は
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ん
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【
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木
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ん
定
枝
の
収
集
日
】

【
問
合
せ
先
】

・
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合
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８
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係
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倆
１
１
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２
）
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５
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（
月
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日
）
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『
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ン
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号
１
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、
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０
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５４

中
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、
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、
見
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、
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線
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で
）
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４
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別
苅
、
岩
尾
、
雄
冬

『
ス
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シ
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ン
番
号
１
６
７
～
１
９
９
』

　生後90日を経過した犬を新しく飼われた方は、狂犬病予防法により、犬の所在地の市町村に登録をしな
ければなりません。未登録の場合は、毎年５月に町内全域を対象に実施する狂犬病予防注射の案内文書が
発送されませんので、速やかに登録をお済ませください。
　また、登録されている犬に転出や死亡などの異動があった場合もお手続きが必要です。

■犬の新規登録 …… 3，000円
　（犬の登録は一生に一度のみ。転居や譲渡など、犬の環境が変わる場合も
　新たな登録は必要有りませんが、お手続きが必要です。）
■以下の場合は、費用はかかりませんがお手続きが必要です。
　○犬が死亡したとき（電話での受け付け可）
　○犬、又は飼い主の所在地が変わったとき
　○犬を譲渡した、または譲り受けたとき
■手続き方法
　役場町民課町民環境係（１番窓口）にて手続き願います。  役場町民課・町民環境係（電話 53－1112）



氏獅
☆紛失した　　　　　　　 ７件　５％

☆電池切れでそのまま　　 ４７件　３２％

☆必要としないため　　　 ３５件　２３％

☆その他　　　　　　　　 ５９件　４０％

　〔身につけたくない、持ち忘れる、身体的にできなくなった、意欲の低下 外〕

なぜ使用していないのですか？
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タタタタタタタタタタニニニニニニニニニニタタタタタタタタタタ活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動量量量量量量量量量量タニタ活動量計計計計計計計計計計計

アアアアアアアアアアンンンンンンンンンンケケケケケケケケケケーーーーーーーーーートトトトトトトトトトのののののののののの集集集集集集集集集集約約約約約約約約約約結結結結結結結結結結果果果果果果果果果果ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいい アンケートの集約結果につい ててててててててててて

対象者数　　４２３人

回答者数　　２８７人

回答率　　　　６８％

　この度は、タニタ活動量計に係る使用状況アンケート

にご協力頂きまして、誠にありがとうございました。結

果を以下のとおり公開いたします。町
民
課
保
険
年
金
係

　
　
　
　
　
藏
田
　
快
希
　
主
事

紛失した
5%

必要と
しないため
23%

その他
40%
その他
40%

電池切れで
そのまま
32%

電池切れで
そのまま
32%

☆使用している　　　　　１４７件　５１％

☆使用していない　　　　１４０件　４９％

活動量計を使用していますか？

☆使用する　　　　　　　１０９件　４２％

☆使用しない　　　　　　１５３件　５８％

　〔～５００円１９人、～１，０００円４１人、～２，０００円１５人、３，０００円～１４人 外〕

活動量計の使用が有償になったら使い続けますか？ 

また、有償になった場合、年間いくらまでなら使用しますか？

　タニタ活動量計をお持ちの方に使用状況についてのアンケートを実施したところ、回答

者の約半数の方が使用しており、そのうち約７割の方がほぼ毎日使用しているという結果

が出ました。活動量計を使用していない理由の上位には、電池切れとなりそのまま使用し

なくなってしまった方が約３割となっております。

　また、今後有償化となった場合でも約４割の方が継続して使用すると回答した結果とな

りました。



タニタ活動量計のデータが送信できなくなります
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　地方創生交付金が平成３０年度で終了することにより、平成３０年度末をもちまして、活動量

計のデータを保管していましたサーバーの保守管理委託契約を終了することとなりました。

それに伴いまして、４月から活動量計のデータ送信ができなくなります。これまでのご利用

ありがとうございました。終了に伴い、今後の変更点などをお知らせいたします。

【問合せ先】役場町民課・保険年金係（電話53－1113）

 活 動 量 計  

　データ送信機能は利用できなくなりますが、その他の機能につき

ましてはそのままお使いいただけます。使用料金は発生しません。

　本体は無償でお渡しいたします。

 リーダーライター 

　使用できなくなるため、各施設から撤去予定です。

 体組成計や血圧計等 

　今後も使用できます。

 歩数ランΩンά  

　管理サーバーがなくなるため、終了となります。

＊＊＊ちょっと気になるこんな質問 ＊＊＊
 垢 活動量計の電池が切れたときはどうしたらいいの？ 
　町民課保険年金係または「ら・さんて」にて有料で電池交換もできますのでお申し付

けください（１個 300円）。

 垢 歩数などのデータ記録はできないの？ 
　活動量計の歩数などのデータは、過去１週間分振り返るこ

とができますが、それ以前のデータ記録はできません。

　代わりに歩数記録手帳を「ら・さんて」で発行できますの

で、是非ご利用ください。

 垢 不要になった活動量計はどうしたらいいの？ 
　町民課保険年金係または「ら・さんて」へご返却ください。

※その他、ご不明な点がございましたら、町民課・保険年金
　係までお問合せください。 歩数記録手帳

　お配りしました活動量計は今後も歩数計としてご利用

できます。

　また、歩数の他にも消費カロリー、歩行時間などを過

去１週間分振り返ることが出来ますので是非お使い頂き、

日々の運動週間を振り返ってみてはいかがでしょうか？

今後も活動量計は健康のために ご使用ください！用ください ！



【
介
護
員
】

■
募
集
人
員

　
養
護
・
特
養
　
複
数
名

■
応
募
資
格

　
年
齢
　
歳
～
　
歳

１８

６５

※
無
資
格
可
、
介
護
福
祉
士
及

び
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修

了
以
上
の
方
歓
迎

■
勤
務
時
間

・
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

００

・
遅
出
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１８

００

・
夜
勤
　
時
　
分
～

１６

１５

　
　
　
　
　
　
翌
日
９
時
　
分
１５

※
勤
務
形
態

①
フ
ル
タ
イ
ム
職
員

　
３
交
替
制
の
勤
務

②
日
勤
職
員

　
日
勤
２
交
替
制
の
勤
務

③
パ
ー
ト
職
員

勤
務
日
数
や
勤
務
時
間
を
調

整
し
た
勤
務
（
応
相
談
）

■
賃
金

フ
ル
タ
イ
ム
・
日
勤
職
員

○
資
格
な
し

　
月
額
１
３
６
埀７
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者（
初
任
者
研
修
）

　
月
額
１
４
１
埀８
０
０
円
以
上

○
有
資
格
者（
介
護
福
祉
士
）

　
月
額
１
４
６
埀５
０
０
円
以
上

パ
ー
ト
職
員

・
時
給
　
　
 ８
９
０
円

・
日
給
　
６
埀９
０
０
円

食
事
介
助
パ
ー
ト
職
員

・
時
給

　
９
５
０
円（
初
任
者
研
修
）

　
１
埀０
５
０
円（
介
護
福
祉
士
）

■
手
当
　
各
種
手
当
有
り

■
採
用
期
日

採
用
決
定
後
、
速
や
か
に
採

用
（
応
相
談
）

■
申
込
方
法

左
記
ま
で
お
問
合
せ
願
い
ま

す
。（
郵
送
可
）

申
込
・
問
合
せ
先

　
増
毛
町
立
明
和
園

　（
電
話
 ５
３
倆
１
６
０
１
）

　
町
で
は
、
第
３
子
以
降
の
お

子
さ
ん
が
小
学
校
、
中
学
校
、

高
等
学
校
等
へ
入
学
・
進
学
す

る
保
護
者
に「
子
育
て
支
援
金
」

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
者

　
平
成
　
年
４
月
１
日
現
在
で

３１

増
毛
町
内
に
住
所
を
有
し
、
生

計
を
同
一
に
す
る
子
ど
も
が
３

名
以
上
い
る
世
帯
で
、
第
３
子

以
降
の
お
子
さ
ん
が
入
学
・
進

学
す
る
保
護
者
の
方
で
す
。

　
た
だ
し
、
町
条
例
に
規
定
す

る
特
定
滞
納
者
及
び
生
活
保
護

受
給
者
の
方
は
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

■
支
援
金
の
金
額
等

　
各
学
校
等
の
入
学
・
進
学
時

に
、
５
万
円
分
の
増
毛
町
商
工

会
共
通
商
品
券
を
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
方
法

　
指
定
の
申
請
書
を
４
月
　
日
２５

（
木
）ま
で
に
、
教
育
委
員
会
総

務
学
校
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
　
申
請
書
は
、
教
育
委
員
会
窓

口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課
・

総
務
係
（
電
話
５
３
倆
２
４

２
７
）

　
町
で
は
、
町
内
か
ら
北
海
道

立
留
萌
高
校
へ
通
う
通
学
費
等

の
助
成
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

■
対
象
者

　
町
内
在
住
者
で
町
内
よ
り
留

萌
高
校
へ
通
学
、
も
し
く
は
留

萌
高
校
へ
通
う
た
め
に
下
宿
し

て
い
る
高
校
生

■
補
助
金
額

　
町
内
の
生
徒
の
自
宅
か
ら
留

萌
高
校
に
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
通
学
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
の
　
％
の
額
、
ま
た
は

５０

生
徒
が
留
萌
高
校
に
修
学
す
る

た
め
に
保
護
者
と
住
居
を
異
に

し
て
留
萌
市
内
に
住
居
し
た
場

合
の
下
宿
に
要
す
る
経
費
の
　５０

％
の
額

■
申
請
方
法

　
申
請
書
及
び
関
係
書
類
の
提

出
が
必
要
で
す
。
教
育
委
員
会

総
務
学
校
課
に
申
請
書
を
用
意

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
窓
口
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

 
教
育
委
員
会
総
務
学
校
課
・

総
務
係
（
電
話
５
３
倆
２
４

２
７
）

　
今
年
も
「
増
毛
春
の
味
ま
つ

り
」
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
　
例
年
同
様
、
通
行
規
制
等
が

か
か
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
は

ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
観
光
振
興

の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
規
制
等
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
５
月
号
広
報
の

折
り
込
み
チ
ラ
シ
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
日
程

　
５
月
　
日（
土
）・
　
日（
日
）

２５

２６

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１４

００

■
会
場

　
駅
前
歴
史
通
り
周
辺

 
役
場
商
工
観
光
課
（
実
行
委

員
会
事
務
局
　
電
話
５
３
倆

３
３
３
２
）

　
冬
期
休
館
を
し
て
い
た
温
水

プ
ー
ル
は
５
月
１
日（
水
）午
前

　
時
か
ら
開
館
の
予
定
で
す
。

１０機
械
設
備
等
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
開
館
日
が
変
更
に
な
る
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
予
め
ご

了
承
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
正
式
に
決
定
次
第
、

防
災
無
線
で
開
館
日
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
な
お
、
営
業
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
利
用
時
間

・
火
～
金
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１４

００

２０

３０

・
土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１９

３０

・
夏
休
み
期
間
の
火
～
金
曜
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

２０

３０

・
夏
休
み
期
間
の
土
曜
日
、
日

曜
日
、
祝
日

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１９

３０

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

（
月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌

日
）

■
利
用
料
金

・
１
回
券

　
一
般
　
　
　
　
　
３
０
０
円

報のしら暮 情
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募

集

お
知
ら
せ

町
立
明
和
園
臨
時
職
員

（
介
護
員
・
栄
養
士
）

多
子
世
帯
子
育
て

支
援
事
業
に
つ
い
て

高
等
学
校
生
徒
通
学
費

等
補
助
金
に
つ
い
て

「
増
毛
春
の
味
ま
つ
り
２
０
１
９

～
地
酒
に
甘
エ
ビ
、タ
コ
、ホ
タ

テ
！
～
」の
開
催
に
つ
い
て

温
水
プ
ー
ル
の
開
館
に

つ
い
て



　
高
校
・
大
学
生
　
２
０
０
円

　
中
学
生
以
下
　
　
１
０
０
円

・
シ
ー
ズ
ン
券

　
一
般
　
　
　
 ６
埀０
０
０
円

　
高
校
・
大
学
生
４
埀０
０
０
円

　
中
学
生
以
下
 ２
埀０
０
０
円

 
教
育
委
員
会
地
域
学
習
課
・

ス
ポ
ー
ツ
係
（
電
話
５
３
倆

２
４
２
７
）

　
元
陣
屋
を
会
場
に
元
陣
屋
絵

本
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
期

間
中
「
仕
掛
け
絵
本
」
を
展
示

す
る
ほ
か
、「
紙
芝
居
」
の
上
演

を
行
い
ま
す
。

■
期
間

　
４
月
　
日（
土
）

２０

　
　
　
　
～
５
月
６
日（
月
）

※
４
月
　
日
は
休
館
日

２５

■
会
場
　
　
元
陣
屋

■
入
場
料
　
　
無
料

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
５
３
倆
３
５
２
２
）

　
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
た
土
地
や
家
屋
の
価
格

に
つ
い
て
、
納
税
者
が
他
の
土

地
や
家
屋
の
価
格
と
比
較
す
る

こ
と
に
よ
り
自
己
の
土
地
や
家

屋
の
価
格
が
適
正
か
判
断
で
き

る
よ
う
に
、「
土
地
・
家
屋
等
縦

覧
帳
簿
」
を
交
付
し
ま
す
。
な

お
、
土
地
の
み
の
納
税
者
は
家

屋
、
家
屋
の
み
の
納
税
者
は
土

地
の
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
対
象
者

　
町
内
の
土
地
ま
た
は
家
屋
の

固
定
資
産
税
納
税
者
（
共
有
者
、

同
居
の
親
族
及
び
相
続
人
含

む
）

■
縦
覧
期
間

　
４
月
１
日（
月
）か
ら

　
５
月
　
日（
金
）

３１

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所

　
役
場
税
務
課
税
務
係

■
持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の

・
納
税
通
知
書

・
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
な
ど
顔
写
真
が
付

い
て
い
る
も
の
）

・
住
民
票
上
別
世
帯
の
親
族
の

場
合
は
委
任
状

・
相
続
人
の
場
合
は
続
柄
が
確

認
で
き
る
書
類
（
戸
籍
謄
本

な
ど
）

 
役
場
税
務
課
・
税
務
係

　（
電
話
５
３
倆
１
１
１
４
）

　
町
営
住
宅
に
空
き
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
左
記
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

■
住
宅
所
在
地

①
南
暑
寒
町
５
丁
目

②
暑
寒
町
４
丁
目

③
南
暑
寒
町
７
丁
目

■
団
地
名
・
募
集
戸
数

①
南
暑
寒
５
丁
目
団
地
　
５
戸

②
暑
寒
共
栄
団
地
　
１
戸

※
①
②
は
全
て
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

③
ア
ッ
プ
ル
団
地
　
１
戸

※
③
は
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

■
住
宅
料

①
②
１
３
埀９
０
０
円

　
　
～
２
６
埀８
０
０
円
程
度

③
　
２
０
埀０
０
０
円

　
　
～
２
９
埀０
０
０
円
程
度

※
年
間
所
得
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

■
資
格
要
件

①
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と

②
収
入
基
準
を
超
え
て
い
な
い

こ
と（
所
得
が
月
額
１
５
８
埀

０
０
０
円
以
下
）

③
連
帯
保
証
人
が
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　
役
場
建
設
課
建
築
係
で
申
込

書
を
受
取
り
、
関
係
書
類
を
添

え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　
役
場
建
設
課
・
建
築
係

　（
電
話
５
３
倆
１
１
１
５
）

　
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道

支
部
で
は
年
度
内
に
１
回
、
加

入
者
の
皆
さ
ま
の
健
診
費
用
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
　
歳
～
　
歳
の
被
保
険
者

３５

７４

（
ご
本
人
）
さ
ま
へ
は
、
が
ん
検

診
を
含
め
た
充
実
し
た
健
診
項

目
の
「
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
」

を
、　

歳
～
　
歳
の
被
扶
養
者

４０

７４

（
ご
家
族
）
さ
ま
へ
は
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目

し
た
「
特
定
健
康
診
査
」
の
２

つ
の
健
診
を
ご
用
意
し
て
お
り

ま
す
。

　
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
も

年
に
１
度
は
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

 
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部
（
電

話
０
１
１
倆
７
２
６
倆
０
３

５
２
）

報のしら暮 情

１５ 広報ましけ　2019．04

新着本案内   総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

　嫌われ者のオオカミは、ひとりぼっ

ちの毛虫と仲良しになりました。

「これからは、ずっとずっと一緒だ

よ」楽しい日が続きました。ところが、

ある日、急に毛虫が姿を消してしまい

ます。

あいたくて あいたくて みやにし たつや 作・絵朝井まかて 著

　江戸時代。ある商家の跡継ぎ問題が

奉行所を巻き込む大事件に発展する。

真っ当に跡目を継いだはずが無実の罪

に問われた吉兵衛は、己の信念を貫く

ため将軍までも敵に回した大勝負に挑

む！

悪玉伝（第２２回司馬遼太郎賞受賞作品）

元
陣
屋
絵
本
ま
つ
り
を

開
催
し
ま
す

固
定
資
産
価
格
等
の

縦
覧
に
つ
い
て

町
営
住
宅
空
家
情
報

　
（
４
月
１
日
現
在
）

全
国
健
康
保
険
協
会
の

健
診
の
ご
案
内

※
右
記
以
外
の
土
日
祝
日
及
び
夜
間

診
療
は
、
か
か
り
つ
け
の
病
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
栄
町
１
丁
目

　
電
話
 ４
３
倆
９
５
０
０
）

留
萌
セ
ン
ト
ラ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク

【
４
月
　
日
】

１４

日
曜
当
番
医
（
留
萌
市
）
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▽
増
毛
町
立
市
街
診
療
所
事
務
長
の
兼
務

を
解
く（
総
務
課
長
兼
増
毛
町
立
市
街
診

療
所
事
務
長
）
村
上
　
仁
▽
税
務
課
長
兼

地
籍
係
長
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
川
上

輝
久
▽
福
祉
厚
生
課
長
兼
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
兼
子
育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
所
長
（
増
毛
町
立
明
和
園
長
兼

指
定
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
）
宮
腰
　

修
▽
商
工
観
光
課
長
兼
ス
キ
ー
場
事
業
所

長
（
企
画
財
政
課
長
補
佐
）
忠
鉢
一
史
▽

上
下
水
道
課
長
（
税
務
課
長
補
佐
兼
地
籍

係
長
）
岩
田
　
徹
▽
増
毛
町
立
明
和
園
長

兼
指
定
訪
問
介
護
事
業
所
管
理
者
（
増
毛

町
立
明
和
園
参
事
兼
指
定
訪
問
介
護
事
業

所
員
）
斉
藤
誠
治
▽
増
毛
町
立
市
街
診
療

所
事
務
長
（
福
祉
厚
生
課
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
大
文
字
司
▽
会
計

管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長
（
税
務

課
長
）
松
本
俊
基
▽
企
業
課
長
兼
砕
石
事

業
係
長
（
農
林
水
産
課
農
業
基
盤
整
備
室

長
補
佐
兼
企
業
課
付
係
長
）
佐
藤
忠
幸
▽

企
画
財
政
課
長
補
佐
（
町
民
課
町
民
環
境

担
当
係
長
 留
萌
南
部
衛
生
組
合
勤
務
）千

葉
和
晃
▽
税
務
課
長
補
佐
兼
納
税
係
長

（
税
務
課
納
税
係
長
）
村
上
高
行
▽
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
（
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長
）
石
坂
直
子
▽
農
林
水
産

課
農
業
基
盤
整
備
室
長
補
佐
（
企
業
課
長

補
佐
兼
砕
石
事
業
係
長
）
若
林
利
行
▽
上

下
水
道
課
長
補
佐
兼
下
水
道
係
長
（
上
下

水
道
課
下
水
道
係
長
）
國
井
政
憲
▽
増
毛

町
立
明
和
園
長
補
佐
兼
指
定
訪
問
介
護
事

業
所
員
（
地
域
学
習
課
社
会
教
育
係
長
兼

ス
ポ
ー
ツ
係
長
）
工
藤
卓
也
▽
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長
（
福
祉
厚
生

課
保
健
指
導
係
）
小
野
由
佳
▽
企
画
財
政

課
企
画
係
（
増
毛
町
立
市
街
診
療
所
事
務

係
）田
苗
尚
志
▽
町
民
課
町
民
環
境
係（
増

毛
町
立
明
和
園
事
務
係
）
木
根
田
拓
海
▽

町
民
課
町
民
環
境
係
 留
萌
南
部
衛
生
組

合
勤
務
（
町
民
課
町
民
環
境
係
）
市
川
凌

伍
▽
町
民
課
保
険
年
金
係
（
税
務
課
税
務

係
兼
納
税
係
）
藏
田
快
希
▽
税
務
課
税
務

係
兼
納
税
係
（
企
画
財
政
課
企
画
係
）
新

谷
恭
平
▽
兼
ね
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
事
務
係
（
福
祉
厚
生
課
保
健
指
導

係
）
小
野
寺
沙
奈
江
▽
商
工
観
光
課
商
工

観
光
係
兼
観
光
事
業
係
（
地
域
学
習
課
社

会
教
育
係
兼
文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ

係
）
穐
田
　
眞
▽
増
毛
町
立
明
和
園
事
務

係
（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
兼
観
光
事

業
係
）
寺
田
拓
馬
▽
増
毛
町
立
市
街
診
療

所
事
務
係
（
町
民
課
保
険
年
金
係
）
大
石

将
史
▽
企
画
財
政
課
財
政
係
兼
管
財
係

（
新
規
採
用
）
江
川
紘
平
▽
税
務
課
税
務

係
（
新
規
採
用
）
丹
保
海
翔
▽
福
祉
厚
生

課
保
健
指
導
係
（
新
規
採
用
）
川
原
田
知

美▽
事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
長
兼
ス
キ
ー

場
事
業
所
長
）
宮
津
敏
之
▽
事
務
局
長
補

佐
兼
総
務
係
長
（
総
務
係
長
）
石
山
孝
幸

▽
地
域
学
習
課
長
兼
文
化
セ
ン
タ
ー
館
長

兼
総
合
交
流
施
設
館
長
兼
旧
商
家
丸
一
本

間
家
館
長
兼
温
水
プ
ー
ル
所
長
兼
ス
ポ
ー

ツ
係
長
（
企
業
課
長
）
杉
本
　
要
▽
兼
ね

て
こ
ど
も
係
長
（
総
務
学
校
課
長
補
佐
兼

学
校
教
育
係
長
）
川
崎
貴
範
▽
地
域
学
習

課
長
補
佐
兼
社
会
教
育
係
長
兼
文
化
振
興

係
長
（
地
域
学
習
課
文
化
振
興
係
長
兼
社

会
教
育
係
）
小
野
卓
也
▽
兼
ね
て
こ
ど
も

係（
総
務
学
校
課
学
校
教
育
係
兼
総
務
係
）

山
本
卓
矢
▽
地
域
学
習
課
社
会
教
育
係
兼

文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
係
（
町
民
課
保

険
年
金
係
）
若
林
亮
平
▽
地
域
学
習
課
社

会
教
育
係
兼
文
化
振
興
係
兼
ス
ポ
ー
ツ
係

（
企
画
財
政
課
財
政
係
）
林
　
慶
多
▽
増

毛
町
立
認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
園
長
補

佐
（
増
毛
町
立
増
毛
保
育
所
長
補
佐
）
町

田
朋
子
▽
増
毛
町
立
認
定
こ
ど
も
園
あ
っ

ぷ
る
主
任
保
育
教
諭
（
増
毛
町
立
幼
稚
園

主
任
教
諭
）
桂
　
由
子
▽
増
毛
町
立
認
定

こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ
る
主
任
保
育
教
諭
（
増

毛
町
立
増
毛
保
育
所
主
任
保
育
士
）
竹
内

清
人
▽
増
毛
町
立
認
定
こ
ど
も
園
あ
っ
ぷ

る
保
育
教
諭
（
増
毛
町
立
幼
稚
園
教
諭
）

吉
田
奈
緒
▽
増
毛
町
立
認
定
こ
ど
も
園

あ
っ
ぷ
る
保
育
教
諭
（
増
毛
町
立
増
毛
保

育
所
保
育
士
）
工
藤
早
姫

▽
併
せ
て
事
務
局
長
（
商
工
観
光
課
長
兼

ス
キ
ー
場
事
業
所
長
）
宮
津
敏
之
▽
併
せ

て
事
務
局
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
総
務
係

長
）
石
山
孝
幸

▽
警
防
課
機
械
係
長（
予
防
課
予
防
係
長
）

島
野
勇
治
▽
予
防
課
予
防
係
長
（
警
防
課

機
械
係
長
）
吉
田
英
明

▽
企
業
課
付
け
主
任
兼
上
下
水
道
課
付
け

主
任
　
三
浦
好
幸
▽
町
立
明
和
園
看
護
師

菊
地
ひ
と
み
▽
出
納
室
出
納
係
主
任
（
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長
兼
出
納
係
長
）
成

田
洋
昭
▽
福
祉
厚
生
課
付
け
主
任
（
福
祉

厚
生
課
付
け
主
任
兼
保
育
所
長
）
松
本
伸

一
▽
兼
ね
て
こ
ど
も
係
主
任
（
総
務
学
校

課
付
け
主
任
）
佐
々
木
一
美

▽
議
会
事
務
局
長
　
前
田
　
浩
▽
町
民
課

戸
籍
係
専
門
主
事
　
田
中
真
紀
子
▽
出
納

室
出
納
係
専
門
主
事
　
門
間
ム
ツ
子
▽
福

祉
厚
生
課
民
生
係
兼
保
健
指
導
係
専
門
主

事
　
松
原
涼
子
▽
地
域
学
習
課
長
兼
文
化

セ
ン
タ
ー
館
長
兼
総
合
交
流
施
設
館
長
兼

旧
商
家
丸
一
本
間
家
館
長
兼
温
水
プ
ー
ル

所
長
　
田
邊
康
光
▽
増
毛
町
立
増
毛
保
育

所
保
育
士
　
竹
田
芽
生

町
人
事
異
動

町
長
部
局

議
会

平
成
　
年
４
月
１
日
付

３１

▽
異
動
後
（
異
動
前
）
名
前

消
防
本
部

教
育
委
員
会

監
査
委
員

退
職
（
３
月
　
日
）

３１

再
任
用　オロロンひまわり基金法律事務所（留萌市）の

弁護士による出張無料相談会が開催されます。

■日時　平成３１年４月１８日（木）

　　　　13時00分～16時00分（１枠 ３０分）

■場所　増毛町文化センター

■予約　オロロンひまわり基金法律事務所

　　　　（０１６４崖５６崖４３１２）までご連絡く

ださい。

　　　　予約期間は４月１７日（水）１７時まで

オロロン出張無料相談会のご案内








